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研究報告書 

 
本年度は、ヒストンアセチル化酵素の生理機能解析において下記に示す成果を得た。 

（１）ヒストンアセチル化酵素GCN5がプロテインキナーゼCθ（PKCθ）の遺伝子発現を正の方

向に制御していること、そして B 細胞特異的転写因子 EBF1（early B cell factor 1）は GCN5
とは逆にこれを負の方向に制御していることを明らかにした。本研究成果は、PKCθ の遺伝

子発現機構には組織特異性があることを示したものである。 
（２）GCN5 が免疫グロブリン M（IgM）の重鎖の遺伝子発現を正の方向に制御していることを

明らかにした。 
（３）ヒストンアセチル化酵素 PCAF が IgM 重鎖の遺伝子発現および膜型→分泌型変換を負

の方向に制御していることを明らかにした。（２）と併せて、免疫グロブリンの遺伝子発現制御

機構に於けるヒストンアセチル化酵素の役割の一端を解明することができた。 
 
 上記（１）〜（３）の成果は何れも査読付き雑誌に原著論文として発表済みであり、本研究課

題は目下順調に進行中である。 
 

  


